
まちの人口（平成２２年９月１日現在）

総人口18,648人（△10）　男9,047人（△5）　女9,601人（△5）　世帯数6,971世帯（0）　※（　）内は前月比
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ＳＡＴＯＥ スポーツ＆カルチャー
　フェスティバル ｉｎ たじま

強豪埼玉栄高校駅伝部による駅伝教室では、全国レベ

ルの技術を身につけようと、目を輝かせた中学生らが

真剣な表情で参加していました

先頭の右端は、荒海中学校出身で、現在埼玉栄高校で

活躍している駅伝部キャプテン渡部良太さん
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新
成
人
が 

大
人
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　

自
覚
を
新
た
に

平成22年度　南会津町成人式

　

８
月
15
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で
、
平
成
22
年
度

南
会
津
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
２
１
２
人

の
う
ち
１
８
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
参
加
者
全
員
で
町
民
憲
章
を
唱
和
し

た
後
、
大
宅
町
長
が
、
新
成
人
代
表
の
大
竹
佑
季

さ
ん
に
成
人
証
書
を
、
同
じ
く
新
成
人
代
表
の
星

湧
太
さ
ん
に
記
念
品
を
手
渡
し
、「
周
囲
へ
の
感

謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務

を
全
う
し
、
有
意
義
な
人
生
を
築
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
渡
部
康
吉
町
議
会
議
長
、
渡
部
恒
三

衆
議
院
議
員
、
渡
部
勝
博
県
議
会
議
員
、
恩
師
代

表
の
稲
本
雅
彦
先
生
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
送

ら
れ
、
最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て
水
上
健
也

さ
ん
が
「
感
謝
の
心
と
思
い
や
り
の
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
夢
と
希
望
を
大
き
く
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
行
路
を
歩
ん
で
行
き
た

い
。」
と
は
た
ち
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
式
は
終

わ
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
新
成
人
の
中
学
校
時
代
の

映
像
が
流
れ
、
会
場
内
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
主
催
者
や
来
賓
の
方
と
一
緒
に
、

出
身
中
学
校
別
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

新  成人が
たな門出

大宅町長らと記念写真に収まる新成人

成人証書を受け取った大竹佑季さん

はたちのことばを述べる水上健也さん
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　８月１４日に、こどもの城　青山劇場（東京
都渋谷区神宮前）で開催された「第9回東京国
際和太鼓コンテスト」組太鼓青少年の部で、田
島太鼓クラブ龍巳会（阿久津健一代表）が見事
に５位入賞を果たしました。
　この大会には初めての出場でしたが、５月に
行われた１次予選を見事に突破し、本選出場を
決めました。本選に出場したメンバーは、大舞
台にも臆することなく、伸び伸びと課題曲「鼓
楽響成」、自由曲「郷の華」を演奏しました。
　出場メンバーのひとり阿久津光太郎くんは、

「緊張したけど上手にできた。結果を聞いたと
きはとてもうれしかった。もっとがんばっても
っと上手になりたい。」と話していました。

～出場メンバー～　
　阿久津光太郎、橋本龍大、橋本晃大、湯田有咲、
　渡部萌香、草野琳那、室井柚紀、大川桃佳、
　大竹春歌、星　和、福田愛生、相原永里菜

　７月１８日に県営あづま陸上競技場で行われ
た、第２６回全国小学生陸上競技交流大会福島県
選考会６年女子１００ｍで、自己ベストで２年連
続優勝を果たした星 友里江さん（田島小６年）
が、全国大会を前に大宅町長にあいさつに訪れま
した。
　大宅町長は「体に気をつけて、気持ちで負けな
いようにがんばってください」と激励。昨年は準
決勝で敗退した星さんは「自己ベストを出して決
勝に進出したい」と決意を語りました。

（なお、全国大会は８月２８日に東京の国立競技

南会津っ子大活躍
龍巳会
第9回東京国際和太鼓コンテストで5位入賞

星 友里江 さん（田島小６年）

第26回全国小学生陸上競技交流大会

福島県選考会６年女子100ｍ優 勝（２年連続）

東京国際和太鼓コンテストに出場したメンバーら

場で行われ、今年も予選を突破し準決勝に進出し
ましたが、惜しくも決勝進出はなりませんでした）

全国大会を前に大宅町長にあいさつに訪れた
星さん(中央)と猪股監督(左)

龍巳会プロフィール
　龍巳会は、田島保育園で太鼓を始めた園児が、卒園後
も太鼓を続けたいと強く望んだことから、保護者や保育
園の先生たちが中心となって、和太鼓の普及や技術の向
上、伝統文化とふれあう機会の提供などを目的として、
平成１９年４月に発足させた太鼓クラブです。
　同会では、太鼓を打つ楽しさに加え、礼儀やあいさつ、
姿勢など、人としての大切なことを子どもたちに教えて
います。
　会員は現在２３名（檜沢・荒海・田島小学校の１～４
年生）で、週に２回程度田島保育園で練習しています。
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快挙 !!
福島県消防操法大会
  小型ポンプ操法の部 優 勝（田島支団第１分団第６部）

  ポンプ車操法の部 準優勝（田島支団第１分団第１部）
　８月２２日、福島市の福島県消防学校で開催された、
第３７回福島県消防操法大会で、南会津郡の代表として
出場した南会津町消防団が、日頃の厳しい訓練の成果を
十二分に発揮し、小型ポンプ操法の部で優勝、ポンプ車
操法の部で準優勝と、すばらしい成績を収めました。小
型ポンプ操法の部で優勝した田島支団第１分団第６部

（田部地区）は、１１月に愛知県で行われる全国消防操
法大会に、県代表として出場します。

■二人三脚での全国切符

　小型ポンプ操法の部で優勝した田島支団第１分団第６
部は、１０年前にも県大会で優勝しましたが、全国大会
へはポンプ車操法の部と交互に出場するため、全国大会
への切符がない年の優勝でした。
　今大会では、１０年前の選手たちが指導者として訓練
にあたり、まさに二人三脚で見事全国大会の切符を手に
入れました。

■小林さんが堂々の選手宣誓

　開会式では、ポンプ車操法の部の競技順番を決定する
抽選で１番を引いた田島支団第１分団第１部（田島第１
地区）の指揮者小林慶規さんが、力強く選手宣誓を行い
ました。

■１０年前の想いとともに全国へ

　閉会式の答辞では、全国大会に出場する第１分団第６
部の指揮者湯田高史さんが、大会参加者全員の前でこれ
まで支えていただいた方への感謝の気持ちと「１０年前
の選手の想いとともに全国大会で頑張ります」と力強く
全国大会へ向けての決意を述べ、大会は幕を閉じました。

優勝した田島支団第１分団第６部のメンバー
左から  指揮者湯田高史、１番員湯田憲善、
２番員湯田慎也、３番員湯田光洋、補助員湯田富一 の
各選手

準優勝の田島支団第１分団第１部のメンバー
後列左から  指揮者小林慶規、１番員菊地涼太、
２番員渡部 貢、３番員 星　慎、４番員荒川裕也、
補助員渡部正博 の各選手

選手宣誓する小林慶規さん 答辞を述べる湯田高史さん 優勝したメンバーとその家族、田部地区の応援団の皆さん
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藤生プチトマトなかよしクラブ

会津高原たていわ夏まつり盛大に開催

　藤生集落では、集落の高齢者７人で「藤生プチトマトな

かよしクラブ」（大竹一英会長）を組織し、使用していな

かった農地とパイプハウス２棟を活用して、化学肥料や農

薬を一切使用しないミニトマト栽培を始めました。

　町のいきいき健康農業推進員の栽培指導のもと、毎日

１０㎏以上の美しくて、おいしいミニトマト（小鈴ＳＰ）を

出荷しています。

　現在は、会津山村道場と提携した「もぎ取り体験」や「道の駅」での対面販売、JAへの出荷

販売等、さまざまな方法で販路の拡大と収入の増加を目指しています。

　大竹会長は、「楽しみながら働き、お金を稼ぐことができるこの取組みは、高齢者医療費の削減、

耕作放棄地の解消、地域コミュニティの再生、地域の活性化など、町の抱える問題の解決にもつ

ながるのでは。」と話されました。

　高齢者が生きがいを持って楽しみながら働くことができる町をつくり、さらにミニトマト栽培

が雇用を産み出す産業になって欲しいとの願いが、この赤い小さなミニトマトに託されています。

　舘岩の夏を彩る同地域最大のイベント「会津高原たてい

わ夏まつり」は７月３１日に開催され、盛況のうちにその

幕を閉じました。当日は、夕方に多少雨が降ったものの、

日中はまずまずの天候に恵まれ、会場では郷土芸能ショー

やダイナミック南会津のメンバーによる創作ダンス、紅歌

舞によるよさこいなどが披露されたほか、美味しい食べ物

の屋台が数多く出店するなど、会場に集まった多くのお客

さんは目と耳と舌で舘岩の夏を満喫しました。

　そして、たていわ夏まつりといえば、夜の花火大会。今

年も尺玉や仕掛け花火（ナイアガラ）をはじめ、約２千発

の色とりどりの花火が次々に打ち上げられ、澄み切った高

原の夜空に、幾つもの大輪の花が描き出されました。四方

の山々にこだます音と振動を肌で感じ、すぐ目の前で花開

く臨場感たっぷりの花火に、会場にはお客さんの歓声と拍

手が響き渡りました。

　「ＳＡＴＯＥスポーツ＆カルチャーフェスティバルｉｎたじま」は８月２１日、２２日の２日間、
田島地域びわのかげ運動公園を中心に行われました。
　このフェスティバルは、南会津町と佐藤栄学園のスポーツ交流イベントとして２００５年から
始まり今年で６回を数えました。

　今年は、新たに、北海道栄高等学校野球部、さいたま市立田島中学校、会津学鳳高等学校、下
郷中学校の参加やダイナミック南会津によるダンス演技なども加わり、これまで以上に盛大な

フェスティバルとなりました。
　地元の子どもたちを対象としたソフトボール教室や駅伝教室の参加者は、全国レベルの技術を
身につけようと、目を輝かせながら真剣に参加していたのが印象的でした。
　フェスティバル終了後、佐藤栄学園の参加者らは奥会津博物館において、展示品の観賞や藍染
を体験するなど、南会津の歴史と文化にも触れていました。
　また、参加した生徒同士で来年また会う約束をするなど、このフェスティバルを通じて、スポー
ツや芸術のレベルアップだけでなく、人間形成のうえでもとても大切な「感謝の心」や「友情」
を深める機会にもなりました。

スポーツ＆カルチャーフェスティバル in たじまＳＡＴＯ Ｅ 

なかよしクラブのメンバー
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荒海保育所で「お楽しみ会」

盆踊りの輪を広げる参加者

各地域の郷土芸能が上演された大桃夢舞台

瑞宝双光章を受章された関さん

大桃の舞台で『大桃夢舞台』開催

関新さん瑞宝双光章受章

渡辺局長(右)から感謝状を受ける阿久津組合長

あけぼの納税貯蓄組合に感謝状
　■７月２７日

　あけぼの納税貯蓄組合（糸沢）への納税功労感謝状贈

呈式が、町長室で行われました。

　５０年の長きにわたり税金の納期内収納に尽力された

あけぼの納税貯蓄組合は、納税成績が極めて優秀で、他

の模範となる組合であると認められ、このほど感謝状が

贈られることになりました。

　贈呈式では、渡辺典雄南会津地方振興局長から、阿久

津忠三組合長に、感謝状が贈呈されました。

　■８月６日

　荒海保育所の所庭で、お楽しみ会が行われ、子どもた

ちや保護者、地区住民らが盆踊りなどを楽しみました。

　同所は今年度限りで閉所となるため、今回のお楽しみ

会は「お別れイベント」の一環として行われました。地

区住民らも同所の最後の盆踊りを盛り上げたいと例年以

上の協力があり、盛大に開催されました。

　子どもたちによるダンスが披露された後は、みんなで

盆踊りや花火を楽しみました。

　最後は招待者ら参加者全員に子どもたちが作った手作

りのプレゼントが贈られ、お楽しみ会は終了しました。

　■８月７日

　国の重要有形民俗文化財に指定されている大桃の舞台

で、『大桃夢舞台』が開催され、観光客や地元住民らが

郷土芸能を楽しみました。

　今年は、伊南地域の小塩神楽や青柳の笠踊り、田島地

域の田島祇園祭屋台歌舞伎に加え、新たに南会津高校生

による南郷の早乙女踊りや舘岩の水引十人芸が上演さ

れ、町内全地域の郷土芸能を楽しむことができました。

　

　■８月１１日

　小学校長として教育に貢献された関新さん（上平・ 

８８歳）が、このほど高齢者叙勲の瑞宝双光章を受章さ

れ、町教育委員会の五十嵐教育長が関さんの自宅を訪れ

て伝達をしました。

　関さんは、昭和１９年に旧富田村和泉田国民学校助教

として教職をスタートし、その後は南会津郡内小学校の

教頭、校長を歴任されました。また、退職後は社会教育

委員、行政相談員などの職に就かれ、地域社会へ貢献さ

れました。これらの功績が認められ、瑞宝双光章が授与

されました。
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ひかり保育所で「ゆうすずみかい」

ゼロ戦パイロットの日章旗が返還

ヨーヨーつりを楽しむ参加者

大宅町長に日章旗を披露した義秋さん（左端）らご家族

迫力のある応援を披露する立教大学応援団

世代を超えてみんなで花火を楽しむ参加者

立教大学体育会応援団成果発表会

金井沢地区で花火大会
　■８月１５日

　金井沢地区で親子花火大会が行われ、地区住民らが花

火を通した交流を楽しみました。

　同地区では、これまで２年に１回盆踊り大会を行って

いましたが、今年の盆踊り大会は諸般の事情により開催

を断念。しかし地区住民が集まって交流する行事をなく

してしまうのはよくないと、盆踊りに代わるものとして

花火大会が企画されました。

　参加者は、手持ち花火や打ち上げ花火などを楽しみな

がら交流を深めました。

　■８月１６日

　町内で合宿を行った立教大学体育会応援団（リーダー

部、チアリーディング部、吹奏楽部）の夏季合同合宿成

果発表会が御蔵入交流館で行われ、町民らに迫力のある

応援が披露されました。

　ステージでは、校歌や応援歌など気合の入った応援が

行われ、訪れた人は迫力ある応援に見入っていました。

　小林団長は「地元の方への感謝の気持ちは伝えられた

と思う」と話していました。

　■８月２０日

　ひかり保育所の所庭で、「ゆうすずみかい（夕涼み会）」

が行われ、多くの親子連れで賑わいました。園児や保護

者、さらに近所の子どもたちなど２００名が参加し、保

育所の先生が手作りで用意したヨーヨーつりやくじび

き、金魚すくいなどの出店を楽しみました。

　アトラクションのお化け屋敷では、お化けにふん装し

た先生方にびっくりして泣いてしまう子どもたちも。

　最後は、園児たちの手持ち花火や、打ち上げ花火でフ

ィナーレを迎え、参加者は歓声を上げながら、楽しいひ

と時を過ごしました。

　■８月２０日

　太平洋戦争中に南太平洋の島に墜落した南会津町（旧

舘岩村）出身のゼロ戦パイロット星義明さん＝当時２４

歳＝が身につけていた日章旗を米国人から受け取った甥

の星義秋さんらご家族が、町長室を訪れ大宅町長に日章

旗を披露しました。

　日章旗は８月５日、秋田県にかほ市との交流に訪れた

米国の訪問団から、甥の星義秋さんに手渡されました。

　義秋さんは旗を受け取ったときのことについて「おじ

の顔は見たことないが、旗に書かれたおじの名前を見た

ときは感無量だった」と話されました。
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℡

■
第
１
次
試
験

　

一
般
教
養
試
験
（
高
等
学
校
卒
程
度
）

　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館
（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

■
第
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

論
文
試
験
・
面
接
試
験

　

平
成
22
年
11
月
21
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館

■
試
験
結
果
の
発
表

　

第
１
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
11
月

　

上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事
務
局
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
本
部
事
務

　
　

局
ま
た
は
各
施
設
で
交
付
し
ま
す
。（
郵

　
　

送
に
よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
）

■
申
込
受
付
期
間

　

平
成
22
年
９
月
６
日
（
月
）
～
平
成
22
年

　

10
月
８
日
（
金
）

　

※
郵
便
に
よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、
平
成

　
　

22
年
10
月
６
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
の

　
　

あ
る
も
の

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
１
１

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
で
は
、
昭
和
55
年
以
降
、
林
業
事

業
所
で
働
い
て
い
た
方
で
、
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
が
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
林
業
事
業
所
で
働
い
て
い
た
が
、

林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方

も
お
調
べ
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

０
３
（
５
４
０
０
）
４
３
３
４

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で

す
。
公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ
る
公
証
人

が
、
大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公
正
証
書
の
作

成
、
定
款
や
私
文
書
な
ど
の
認
証
な
ど
、
国

の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
制
度
で

す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、

裁
判
や
そ
の
他
の
面
で
高
い
証
拠
力
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証
書
に
は
「
執
行

力
」
が
あ
り
、
金
銭
に
か
ら
む
契
約
で
相
手

が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支
払
い
を
し
な
か

っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で
相
手
の
財
産
に
対

し
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
貸
借
、

不
動
産
貸
借
、
離
婚
の
際
の
慰
謝
料
、
養
育

費
な
ど
の
問
題
は
、
先
々
に
も
め
ご
と
を
引

き
起
こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言
や

当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証
書
に
に
し

て
お
け
ば
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
権

利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

０
２
４
２
（
３
７
）
１
９
５
５

■
受
験
資
格

　

年
齢
・
学
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
各

　

項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

①
南
会
津
郡
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は

　
　

採
用
後
南
会
津
郡
内
に
居
住
す
る
こ
と

　
　

が
確
実
な
者

　

②
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
ま
た
は
、

　
　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

　
　

み
の
者

　

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

　

・
介
護
職
員

　
　

介
護
福
祉
士
（
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

　
　

を
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
資

　
　

格
取
得
見
込
者
を
含
む
）
、
社
会
福
祉

　
　

士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
の
い

　
　

ず
れ
か
の
資
格
取
得
者

　

※
事
務
職
員
は
特
に
資
格
要
件
は
あ
り
ま

　
　

せ
ん

　

※
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　

は
受
験
で
き
ま
せ
ん

　
　

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
　

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

■
試
験
の
方
法
・
日
程
・
場
所

　　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
南
会

津
会
で
は
、
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
・
採
用
予
定
人
員

①
介
護
職
員　

若
干
名

②
事
務
職
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日

■
職
務
内
容

①
介
護
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
利
用
者
の

　

食
事
・
入
浴
・
排
せ
つ
介
護
な
ど
の
業
務

　

に
従
事

　

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
介
護
老

　
　

人
保
健
施
設
で
の
勤
務
は
交
代
制
勤
務

　
　

と
な
り
、
夜
勤
が
あ
り
ま
す

②
事
務
職
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
庶
務
、
経

　

理
な
ど
の
事
務
に
従
事

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

「
公
証
週
間
」
の
お
知
ら
せ

日申問℡ 日場 場

問問 ℡℡

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ
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開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
郡
山
会
場

　

平
成
22
年
９
月
26
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

ビ
ッ
グ
ア
イ
７
階 

第
２
会
議
室

■
福
島
会
場

　

平
成
22
年
10
月
３
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
５
階 

研
修
室
Ａ
・
Ｂ

■
会
津
若
松
会
場

　

平
成
22
年
10
月
11
日
（
月
）
祝
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

会
津
若
松
市
中
央
公
民
館 

第
１
講
義
室

■
郡
山
会
場

　

平
成
22
年
10
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
１
階 

マ
ル

　

チ
パ
ー
パ
ス
ル
ー
ム
１

■
い
わ
き
会
場

　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

　

い
わ
き
産
業
創
造
館
（
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
６
階
）

　

企
画
展
示
ホ
ー
ル

■
二
本
松
会
場

　

平
成
22
年
10
月
30
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練

　

所 
Ａ
会
議
室　

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練

　

所

　

０
２
４
３
（
２
４
）
３
２
０
０

　

jicanjv-bk@
jica.go.jp

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
女
性
相

談
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
女
性
の

相
談
相
手
と
な
っ
て
、
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
女
性
な

　

ら
ど
な
た
で
も

　

・
結
婚
や
離
婚
等
の
ト
ラ
ブ
ル

　

・
家
族
関
係
の
こ
と

　

・
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
や
暴
言
な
ど

　

・
経
済
面
や
生
活
の
こ
と　
　

な
ど

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・
法

テ
ラ
ス
）
」
で
は
、
み
な
さ
ん
の
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
適
切
な
関
係
機
関
の
紹
介
や
法

制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
（
ご
利
用
は
無

料
）
を
行
う
ほ
か
、
裁
判
費
用
や
弁
護
士
報

酬
の
立
て
替
え
な
ど
（
資
力
基
準
あ
り
）
を

行
う
民
事
法
律
扶
助
業
務
業
務
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
法
テ
ラ
ス
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
21
時　

　

土
曜
日　
　
　

９
時
～
17
時

　

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０ - 

０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

　　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
と

　
　
　
　
　
　
　

 

定
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
法
の
日
を
記

念
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
10
月
１
日
（
金
）

～
８
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
、
登
記
や
供
託

の
手
続
き
、
訴
訟
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
不
動
産
の
相
続
・
売
買
な

ど
登
記
に
関
す
る
こ
と
や
多
重
債
務
、
成
年

後
見
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

中
心
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

　

南
会
津
会
場
以
外
の
相
談
会
の
日
時
や
場

所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
司
法
書
士
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
南
会
津
会
場

　

10
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　

０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　　

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　

 

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
相

談
し
て
「
心
の
健
康
」
を
取
り
戻
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
心
の
健
康
相
談

　

９
月
15
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

10
月
20
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
保
健
福
祉
事

　

務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く
な
る
、

学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ･･･

な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
世
界
で
活
躍
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を

℡

℡

℡ア

℡

℡℡

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
の
お
知
ら
せ

問

問

問

問

問問

日

日 日日

日 対

場

日

申Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　

募
集
説
明
会
の
お
知
ら
せ

女
性
相
談
員
に
よ
る

　
　
　

女
性
の
悩
み
相
談
の
お
知
ら
せ

日場日場日場日場日場日場
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平成２２年国勢調査が１０月１日に全国いっせいに実施されます

地デジの準備は大丈夫ですか？！

　先月号でもお知らせしましたが、来年７月で今までの地上アナログ放送は終了（通常のテレ

ビ番組の放送は平成２３年６月３０日で終了）し、地上デジタル放送に移行します。その際、

アナログとデジタルは、電波の送り方(伝送方式)が違うため、アナログ放送は受信できたが、

デジタル放送は受信できない地区、いわゆる「新たな難視地区」がでてきます。８月１０日現

在、県内では、６７９の新たな難視地区が確認されています。町内でも新たな難視地区と思わ

れる地区が数地区でてきたため、現在調査手続き中です。「デジタルテレビを買って接続したが、

テレビが見られない･･･」というケースもかなりあります。直前になってから対策を講じること

はほぼ不可能ですので、お早めに準備をしてください。

　なお、不明な点などがありましたら、下記までお問い合わせください。

クイズに答えて、上海旅行など豪華賞品をゲットしよう!!

国勢調査Ｑ＆Ａ

　国勢調査は、日本の人口や世帯の状況を明らかにするため、統計法に基づき

５年ごとに実施する最も重要な統計調査で、日本に居住しているすべての人が

対象となります。

　調査の結果は、私たちの暮らしのさまざまな分野で役立てられる基礎データ

となりますので、国勢調査へのご回答をお願いします。

Ｑ１　調査の対象や調査の場所は？

Ａ１　国勢調査は、１０月１日現在で日本に住んでいるすべての人が対象になります。
　　　生まれたばかりの赤ちゃんはもちろん、３か月以上日本に住んでいる外国人も国籍に関係なく調

　　査の対象となります。

　　　また、調査は、ふだん住んでいる場所で行いますので、例えば実家を離れている単身者などは、

　　実際に住んでいる場所で、病院や施設等に引き続き３か月以上入院・入所している方はその入院・

　　入所先、それ以外の方は３か月以上入院の見込みの有無にかかわらず自宅で調査をすることになり

　　ます。

Ｑ２　記入した調査票はどうなりますか？個人情報は大丈夫ですか？

Ａ２　調査に関わる人が、調査の内容を他人に漏らしたり、統計を作る目的以外に調査票を使うことは
　　法律で固く禁じられています。なお、ご回答いただいた調査票は外部の人の目に触れないよう厳重

　　に保管され、集計が完了した後はすべて溶解処分され再生紙として生まれ変わります。

　　国勢調査についてもっと詳しく知りたい方は『国勢調査ｅ-ガイド』をご覧ください。

　　（http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm）

　福島県統計協会及び福島県では、本年１０月１日に行われる国勢調査により関心をもっていただくた

め、福島県国勢調査人口予想クイズを実施します。

　次の問題に正解もしくは正解に近い方から順番に、上海旅行などの豪華賞品が総勢９５名様に当たり

ます。ふるってご応募ください。

【問　　題】　平成２２年１０月１日に実施される国勢調査の結果、福島県の総人口は何人になるでしょう？

【応募資格】　福島県内在住の方

【応募期間】　平成２２年９月１日（水）～ 平成２２年１０月２４日（日）

【応募方法】　クイズの答え・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記の上、はがき

またはホームページからご応募ください。（ホームページは、「ふくしま情報統計ボックス」

で検索してください）

【応募・お問い合わせ先】

　　　　　〒９６０－８６７０ 福島県企画調整部統計分析課内（住所を記載する必要はありません）

福島県統計協会　福島県国勢調査人口予想クイズ　係

ＴＥＬ　０２４（５２１）７１４３

本庁総合政策課		　　	℡0241－62－6210　　舘岩総合支所振興課　℡0241－78－3330

伊南総合支所振興課　℡0241－76－7715　　南郷総合支所振興課　℡0241－72－2900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または、デジサポ福島　　							℡024－505－1010
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ご家庭に不要になった入れ歯はありませんか？

■入れ歯に使われている金属は“貴重な資源”です
　入れ歯に使われる金属（歯にかけるバネ＝クラスプや、クラウン・インレー・ブリッジなど）は、金・銀・
白金・パラジウムなどの貴重な金属で作られています。
　町社会福祉協議会では、「燃えないごみ」として扱われていたこれらを有効活用するため、『不要入れ歯回収・
寄付事業』を開始します。
　皆さんのご協力をお願いいたします。

■寄付の方法

■回収ＢＯＸ設置場所

■問い合わせ先

秋の全国交通安全運動

『不要入れ歯回収ＢＯＸ』設置

■問い合わせ

　本庁住民生活課消防交通係

　　℡０２４１- ６２- ６１２０

　の３点に重点をおいて、９月２１日（火）～
３０日（木）の１０日間にかけて、秋の全国交

通安全運動が実施されます。

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
　着用の徹底

・飲酒運転の根絶

　また、田島地域では、秋の全国交通安全運動が
展開されるのに伴い、運動の一環として交通安全

パレードを実施します。

　田島小学校、田島保育園の鼓笛隊とともに、福

島県警察音楽隊によるパレードを実施いたします

ので、どうぞご観覧ください。

今年は、

　『安心を　光で届ける　反射材』
　　　　　　　　　　　　　　　　をスローガンに、

《田島地域交通安全パレード》

日時：平成２２年９月２４日（金）９時４０分～

場所：御蔵入交流館駐車場～国道１２１号（中町

　　　駐車場）～御蔵入交流館駐車場

※雨天の場合は、田島体育館で実施します

“ひとつの入れ歯”でどんな援助が？

　・寒さから身を守る毛布・・・・７枚

　・H I V簡易検査セット・・・・・２９セット

　・予防接種用使いきり注射器・・３５０本

　・ノートと鉛筆・・・・・・・・４６人分

熱湯をかける、または

入れ歯洗浄剤で洗浄する

（その後乾かして・・・）

自宅からは厚手の紙やビニール袋など

に入れてお持ち寄りください。

回収BOXに備え付けのビニール袋に

入れ歯と寄付者票を入れ、ご寄付をお

願いします。（匿名でも寄付できます）

【田島地域】南会津町社会福祉協議会窓口（福祉ホール）
【舘岩地域】舘岩総合支所　住民課窓口
【伊南地域】南会津町社会福祉協議会西部事務所窓口（伊南保健センター）
【南郷地域】南郷総合支所　住民課窓口

社会福祉法人　南会津町社会福祉協議会　℡　0241-62-4169
南会津町役場　環境水道課環境衛生係　　℡　0241-62-6140

①　汚れを落として ②　消毒して ③　回収 BOX へ

福島県警察音楽隊

■益金はユニセフや社会福祉活動に役立ちます
　世界中では今日でも、年間800万人以上の子どもたちが、
5歳の誕生日を迎えることなく、予防可能な病気や栄養不良
で命を落としています。入れ歯リサイクル活動の収益は、ユ
ニセフを通じて世界の子どもたちへの支援に使われるほか、
回収地域の社会福祉活動にも役立てられます。
■不要になった入れ歯を寄付してください
　『不要入れ歯回収ＢＯＸ』を設置します。家庭内に使われなくなった入れ歯があれば、回収ＢＯＸに寄付し
てください。回収ＢＯＸは４地域にそれぞれ設置します。寄付された入れ歯は、依頼された専門業者が検量の
うえ回収し、リサイクルされます。
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　９月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 ５ 月 生 ま れ

　９月１６日 木
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（ 田 島 地 域 ）
12：30 ～ 13：00

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成20年８～９月生まれ

 １０月 ６日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 1 9 年 ４ 月 生 ま れ 

 １０月 ２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 2 年 ６ 月 生 ま れ

 １０月 ２７日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成21年３～４月生まれ

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　 9 月  9 日 木
乳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成22年2 ～ 3月生まれ

　 9 月 1 4 日 火
1 歳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成21年8 ～ 9月生まれ

日 程 時 間 内 容

第 １ 回 　９月２９日 水

13：30 ～ 15：30

【講義と交流】

・うつ病について

・治療と対応方法について

・家族の接し方と家族のストレス対策について

・利用できる制度　　など

第 ２ 回 １０月　６日 水

第 ３ 回 １０月１３日 水

第 ４ 回 １０月２０日 水

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

◆乳幼児健康相談

９・10 月の健診（検診）のご案内

福島県精神科救急情報センターのご案内

家族のためのうつ病教室

　休日・夜間において、精神疾患を有する方やそのご家族などからの緊急的な精神医療相談を電話で

受け付けます。相談内容に対する助言や、必要に応じて医療機関の紹介を行います。

　うつ病の方との接し方の基本を学ぶとともに、日ごろの思いをお互いに話し合っていただく場とし
て「家族のためのうつ病教室」を開催します。参加を希望される方は、福島県精神保健福祉センター（℡
０２４- ５３５- ３５５６）にお問い合わせください。センターの個別面接を経て参加決定します。

電話番号　０５７０－０５５６９９（こころきゅうきゅう）

開設時間　月曜日～土曜日　　午後５時３０分～午後１０時

　　　　　日曜日・祝日　　　午前８時３０分～午後１０時

　　　　※平日の日中は各保健福祉事務所及び精神保健福祉センターが通常業務での対応となります。

　　　　※午後１０時～午前８時３０分については、従来どおりの対応となります。（１１９番等）

《お願い》・かかりつけの医療機関がある場合、まずそちらにご相談ください。

　　　　・緊急性の高い相談に対応するための電話ですので、時間をかけた継続的な相談は、ご遠慮
　　　　　ください。

　　　　・来所による相談は行っていません。

場所　福島県精神保健福祉センター（福島市御山町８- ３０）

対象　うつ病の治療を受けているおおむね３０～４０代の方の家族で、４回のプログラムに参加できる方

内容　精神科医師・心理士・保健師による講義と参加家族同士の交流を中心に行います。

　　　なお、個別相談を希望される方は別途時間を設けますのでご相談ください。
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９・10 月の日曜当番医

９月１９日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　　２６日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

10 月　３日 佐藤医院 ( 下郷町 ) TEL 0241-67-2134

　　１０日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

　　１７日 芳賀医院 ( 下郷町 ) TEL 0241-67-2128

　　２４日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　３１日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

　毎週火曜日１０：００～１２：００

このページの記事に関するお問い合わせは・・・

 田島地域　南会津町保健センター　℡ 0241 － 62 － 6180

 舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241 － 78 － 3325

 伊南地域　伊南総合支所住民課　　℡ 0241 － 76 － 7713

 南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡ 0241 － 72 － 2225

10月の献血場所と時間

10月 14日（木）

　・広域消防署　10：00 ～ 11：00

　・田島ホーム　11：30 ～ 13：00

　・南会津病院　14：30 ～ 16：30

10月 15日（金）

　・舘岩会館　　　 8：30 ～ 10：00

　・湯花里苑　　　10：30 ～ 12：00

　・アストリアホテル14：00 ～ 15：30

10月 26日（火）

　・飯野製作所　　 10：00 ～ 11：30

　・JAあいづみなみ 13：30 ～ 14：30

　・田島高等学校 　15：20 ～ 16：30

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯のなかっ

たお子さんを紹介します。

今月は４人のおともだちがむし歯ゼロでした！おめ

でとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

遠藤　拳
けん

くん

（田島）

平野　羚
りょう

くん

（南郷）

星　心
こ こ あ

愛ちゃん

（田島）

酒井 花
か な

菜ちゃん

（南郷）
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小児救急電話相談

小さいお子さんをお持ちの保

護者の方で、夜間の子どもの

急な発熱などに、どう対処し

たらいいかわからないときは、

短縮ダイヤル	＃８０００

に電話にしてください。小児

科医師や看護師が相談に応じ

てくれます。

午後７時から翌朝８時まで年

中無休で対応してくれます。
ご協力よろしくお願いします
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野岩鉄道ファンクラブ会員募集中！

コミュニティ助成事業で

　　　地域の結いの強化と郷土愛の醸成（長野地区）

　長野地区は過疎・高齢化が進行し、地域活力が

低下しつつあるとともに、ライフスタイルの変化

に伴い、住民間の結びつきや地区への愛着が希薄

化してきました。そこで、これまで行ってきたコ

ミュニティの活性化を図る取り組みに加え、地

域の魅力を知り、地域に誇りを持ってもらうため、

芸能活動を柱として住民間の交流促進事業に取

り組み、コミュニティの再生を目指しています。

　今年度は、宝くじの助成により音響設備一式を

整備し、地区伝統行事や世代間交流事業（コミュ

ニティ活性化活動）の充実を図り、地域の結いを

強くし、合わせて後継者の育成も図っています。

■問い合わせ

　総合政策課地域振興係　

　℡０２４１- ６２- ６２４０

　野岩鉄道では、首都圏と会津鉄道を結ぶ鉄道として昭和６１年に開業し、来年で開業２５周年を迎え

ます。この間、「大きな自然のおもてなし」をキャッチフレーズに、中小私鉄では唯一の夜行列車の運

行をはじめ、語り部列車や沿線散歩などの企画事業を通じ、多くの皆さんに親しまれご利用いただいて

います。

　このたび、さらなる鉄道の魅力アップに努め、鉄道旅行の良さや沿線のすばらしい景観を実感してい

ただくとともに、その良さを広くＰＲしていただくため『野岩鉄道ファンクラブ』会員を募集すること

になりました。

　入会金や年会費等はありませんので、この機会にぜひご登録ください。（入会申し込みは、随時、受

け付けています）

　お申し込みは、所定の申込書（野岩鉄道ＨＰからダウンロードしていただくか、会津高原尾瀬口駅と

本庁総合政策課にあります）に、必要事項を記入のうえ、野岩鉄道ファンクラブ事務局まで郵送または

ＦＡＸにて送付してください。

【お問い合わせ・お申し込み先】

　　野岩鉄道ファンクラブ事務局（野岩鉄道株式会社  鉄道部営業課内）

　　　〒３２１－２５２１　栃木県日光市藤原３２６－３

　　　　野岩鉄道ファンクラブ　宛

　　　　TEL ０２８８- ７７- ２３５５　FAX ０２８８- ７６- ０８１９

　　　　E-mail　yagan@smile.ocn.ne.jp

　　　　http://www.yagan.co.jp/

【会員特典】
●会員証発行！

●入会時、会員限定缶バッジプレゼント！

●年１回、お誕生日プレゼント！
 　（お誕生日の日に１回のみ乗車できる、会津鬼怒川線片道優待乗車証）

●会員向け情報配信！（ホームページまたはダイレクトメール）
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みんなでつくろう

 町
の 総 合 振 興 計 画

vol. ３

　町の総合振興計画の策定に向け、一般公募の町民策定

メンバーと役場職員策定メンバーによる、第２回ワーク

ショップが行われ、各部会ごとに“理念達成のための方

針”を策定しました。

　去る７月２８日、南会津町御蔵入交

流館多目的ホールにおいて、総合振興

計画策定に係る第２回町民協働ワーク

ショップを開催しました。

　当日は、町民策定メンバー１１名、

職員策定メンバー２５名、合計３６名

の策定メンバーにより、ワークショッ

プを行いました。ご参加いただいた策

定メンバーの皆さん、ご協力ありがと

うございました。

　今回のワークショップでは、第 1 回

町民協働ワークショップ（５月１３日

開催）で設定した“町の将来像（理念）”

を基に、それを実現させるための“方

針”と“方策（具体策）”について協

議しました。策定メンバーより様々な

アイデアが出され、有意義なワーク

ショップとなりました。

　これまで行ったワークショップや町

民アンケートの意見を反映させ、より

実効性のある振興計画となるよう、振

興計画素案の編集作業を進めていきま

す。ご協力、ありがとうございました。

『第２回協働ワークショップ』開催

【ワークショップによる成果（一部抜粋）】

■問い合わせ

　本庁 総合政策課 企画政策係

　℡０２４１- ６２- ６２４０

ポストイット

を使って、理

念を達成する

ために必要な

具体的な方策

について、さ

まざまな意見

が出されまし

た

６つの分野に

分かれ、それ

ぞれの理念を

達成するため

の方針や方策

について、活

発に意見が出

されました

検 討 分 野 町の将来像（理念） 理念達成のための方針（大方針のみ記載）

生 活 環 境 みんながいきいきと暮らせる町にしたい
みんなが安心・安全に暮らせる環境づくりを進め

よう

農 林
農林業で生活できる町を目指し、挑戦し

続ける産業にしていきたい

南会津町独自の戦略プランで、“作る”農林業か

ら“稼げる”農林業へジャンプアップしよう

建 設
自然と人にやさしい環境づくりを進める

町にしたい

恵まれた自然を活かしながら地域と調和した生活

空間を創造していこう

教 育
地域みんなの連携で自ら学ぶ人を育む町

にしたい

教育を支える「人」「物」「仕組み」を充実させ、

自ら学ぶ人を支援していこう

商 工 観 光 にぎわいのある町にしたい 戦略的な挑戦を支援する仕組みづくりを進めよう

行 財 政
町民と行政が共に健全な行財政運営を行

う町にしたい

町民と行政のパートナーシップを構築し、目標・

課題を共有しながらお互いに理解を得られる体制

づくりを進めていこう
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９・10 月のイベント

℡ ０２４１－６２－６３１１

　町の文化活動や芸能活動を支援するため今年度

新設された「文化振興基金」に、第１号となるご

寄付をいただきました。

　■寄付者　こぶし歌謡同好会　様

　■金　額　５万円

 　ご寄付ありがとうございました。

ご寄付ありがとうございました

　全会津合唱フェスティバル

■日 　 時　９月１２日（日）

　　　　　　　１３：００開演（１２：３０開場）

■入 場 料　３００円　

　　　　　　　全席自由

■主 催　会津合唱団連絡会

■問い合わせ　会津合唱団連絡会	坂内（午後７時以降）　℡０９０- ４６３５- ４７７４

  南会津町田島地域敬老会

■日 	 	 	 	 時　９月１８日（土）

　　　　　　　１０：００～

■対 象　田島地域にお住まいの７５歳以上の方、金婚夫婦表彰者

■主 催　南会津町

■問い合わせ　本庁健康福祉課　℡０２４１- ６２- ６１７０

  2010南会津太鼓まつり

　魂を揺さぶる迫力ある和太鼓の演奏をお楽しみください。

■日 	 	 	 	 時　９月１９日（日）～２０日（月）

　 　□１９日　林　英哲コンサート

　　　　　　　１４：３０開演（１４：００開場）

　 　□２０日　本まつりコンサート

　　　　　　　１０：００開演（９：３０開場）

■入 場 料　２日間共通券　大人3,000円　子供1,500円（当日500円増し）

　　　　　　　９月１９日券　大人2,000円　子供1,000円（当日500円増し）

　　　　　　　９月２０日券　大人2,000円　子供1,000円（当日500円増し）

　　　　　　　全席自由

■主 催　南会津太鼓フェスティバル実行委員会

■問い合わせ　みなみやま観光株式会社　℡０２４１- ６２- ２２５０

  第３回こどもまつり

■日 	 	 	 	 時　１０月３日（日）　

　　　　　　　１０：００～１５：００

■対 象　町内の未就学児と保護者

■内 容　歌のお姉さんとピエロによる「ゆかいなコンサート」、

　　　　　　　読み聞かせ、木工・折り紙、親子クッキング	など

■入 場 料　無料

■主 催　南会津町

■問い合わせ　桧沢保育所　℡０２４１- ６２- ０７３５
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新着本紹介のご案内

【児童図書】

ハッピーになれる夢占い　　　鏡　リュウジ∥著

海をわたる被爆ピアノ　　　　　矢川　光則∥著

野の花えほん　　　　　　　　前田　まゆみ∥作

雲のはしご　　　　　　　　　梨屋　アリエ∥作

かのこちゃんとマドレーヌ夫人　

　　　　　　　　　　　　　　　万城目　学∥著

しんかんくんけんかする　　　　　　のぶみ∥作

４ひきの子グマ物語　　　　　 前田　菜穂子∥文・写真

さすらい猫ノアの伝説　　　　　　重松　清∥著

すいはんきのあきやすみ　　　村上　しいこ∥作

【一般図書】

絵で見る十字軍物語　　　　　　　塩野　七生∥著

名字でたどる日本の名家　　　　　森岡　　浩∥著

よくわかる処方せんの基本と読み方

　　　　　　　　　　　　　　　　柳川　忠二∥監修

国立公園は誰のものか　　　　　　木村　英昭∥著

トイレの神様　　　　　　　　　　植村　花菜∥著

乙女の密告　　　　　　　　　　　赤染　晶子∥著

小さいおうち　　　　　　　　　　中島　京子∥著

そのころ、白旗アパートでは　　伊藤　たかみ∥著

ひそやかな花園　　　　　　　　　角田　光代∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

日 月 火 水 木 金 土

1 ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

10月の休館日

●予約サービス

　読みたい資料が貸出中のときは、『予約』ができます。

カウンターにて簡単にお申込みできます。借りられるよ

うになったらご連絡いたします。また、インターネット

から資料の予約をすることができます。くわしくは図書

館にお問い合わせください。

●リクエストサービス

　図書館にない資料が読みたいときは、『リクエスト』し

てください。

　新しく購入したり、他の図書館から取り寄せるなどの

方法で、資料を借りることができます。

※ くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

ご存知ですか？　図書館のサービス
日 月 火 水 木 金 土

1 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

９月の休館日

　私たちのステップワンは、スポーツダンス大好

き仲間達が毎週木曜日、午後 7 時半から９時半ま

で御蔵入交流館多目的ホールで楽しく明るく練習

しています。

　体力に応じた運動、動作を行い、優雅・軽快な

音楽のリズムにのり、スタンダードダンス（ワルツ・

タンゴ・ブルース等）やラテンダンス（ルンバ・

ジルバ・チャチャチャ・サンバ）のいくつかを毎

回踊っています。手足と頭を使うことにより、い

つまでもしなやかな肉体と若々しい頭脳を保つこ

とができます。

　レッスンの他には、主に会津地域でのパーティ

参加や塩原温泉ホテル主催の関東圏の人達との生

バンドでのパーティにも何度か参加しています。

　発足１１年目、会費は年間３千円です。どうぞ

お気軽にご参加ください。お待ちしています。

ステップワン 文化団体の紹介⑤

御蔵入交流館での練習後の１ショット

◆連絡先

ステップワン会長　湯田恭之

電話　０２４１－６２－４１４１
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「ｅ-村民交流会」は、「インターネット村民＝ｅ-村

民」の方に泉崎村のさまざまな魅力を知っていた

だくため、竹の子掘り体験、夏野菜収穫体験、サ

ツマイモ掘り体験、そば打ち体験、餅つき体験交

流会等を実施しています。

　e-村民の参加者を募集しますので、お気軽にご

参加ください。

　第４回市町村対抗福島県軟式野球大会が今年も開催

され、南会津町も町野球協会登録メンバーを中心にチ

ームを結成して出場します。１回戦は、９月２０日（月）、

県営あづま球場の第２試合（９時４５分試合開始）で

会津美里町と対戦します。

　今年は初めて、県内の全市町村５９チームが出場す

るため、今まで以上に盛り上がる大会になると思われ

ます。

　例年、他の市町村は応援団も多く、盛り上がってい

ますが、南会津町は応援団が少なく、戦っている選手

はさびしい思いをしてきました。

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．19

・開 催 日：平成２２年１０月１６日（土）
・集合時間及び集合場所

　　　　　：バス利用者は午前９時３０分までに、
　　　　　　泉崎カントリーヴィレッジ駐車場

（現地集合の方は午前９時５０分まで
　　　　　　に、タキッパラ植物の村に集合）
・募集人数：５０名程度
・参 加 費：お一人様１，０００円

（小学生５００円、幼児無料）
　　　　　　※昼食、野菜収穫体験料込み
・交流場所：タキッパラ植物の村（泉崎村大字踏瀬字

滝原山）
・そ の 他：長靴、帽子、タオル、着替え、手袋、雨具

などをご準ください。
・申込期限：平成２２年１０月６日（水）まで
・申込方法：氏名、住所、電話番号、大人・子どもの別、

バス利用の有無を、電話またはＦＡＸで
ご連絡ください。

・申込、お問い合わせ先

　　〒969-0101　泉崎村大字泉崎字新宿２　
　　　　泉崎村役場土地販売促進課
　　　　　電話 0248-53-2238　FAX 0248-53-2958
            　　HP  http://www.e-sonmin.jp/

　

如
活
禅
師
は
享
保
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間(

一
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七
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か
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文
年
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～
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庶
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心
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す
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こ
の
よ
う
な
人
柄
で
如
活
禅
師
は
現
在
で
も
親
愛
と
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愛
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込
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ま
す
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奥
会
津
博
物
館
で
は
今
回
如
活
禅
師
の
総
合
的
な
調

査
研
究
を
行
い
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如
活
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人
間
性
の
真
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を
明
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か
に

す
る
た
め
の
企
画
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を
計
画
中
で
す
。
平
成
二
十
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度
の
開
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目
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し
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お
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ま
す
が
、
今
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に
は
前
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し
て
「
遺
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」
の
開
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予
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お
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ま
す
。

ま
た
、
現
在
調
査
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進
め
て
お
り
ま
す
が
、
資
料
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つ
い
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は
広
範
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し
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い
ま
す
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つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
と
こ
ろ
に
如
活
禅
師
に
関

す
る
資
料
な
ど
が
ご
ざ
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ま
し
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、
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博
物
館

ま
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連
絡
を
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だ
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ま
す
よ
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ご
協
力
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い
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た
し
ま
す
。

ご
連
絡
・
お
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合
せ
先

　

奥
会
津
博
物
館  

電
話
０
２
４
１
（
６
６
）
３
０
７
７

「
会
津
の
良
寛
さ
ま 

龍り
ゅ
う
す
い
じ
ょ
か
つ
ぜ
ん
じ

水
如
活
禅
師
」

資
料
調
査
情
報
提
供
の
お
願
い

　そこで今年は、より多くの町民の方に、球場に行っ

て応援をしていただきたく、下記により応援のマイク

ロバスを運行することにしました。

　マイクロバスを利用して応援に

行っていただける方は、教育委員

会生涯学習課（℡0241-62-6311）

までご連絡ください。

【マイクロバス運行計画】

日時：９月２０日（月）　

　　　午前６時出発

集合場所：御蔵入交流館

がんばれ！
　南会津町
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